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o~ . 開腹により回腸末端部の反時計方向360 °の軸転を
認めた．虫垂に発赤，腫脹はないが線維性被膜に被わ
れ，また回腸末端は時間膜との聞に索状の癒着を認め
た．腸管E整復，癒着剥離を行ないp 術後経過良好であ
る．
以上虫垂炎の癒着により発生したと思われる小腸軸
転の症例を報告するとともに， 2.3の文献的考察を試
みた．
7. 上行結腸軸転の l例
岐阜医大第I外科柴田正敏
73才男子で腹痛，悪心，日直吐，腹部膨満を来し Ileus 
の診断にて開腹し，上行結腸紬転であった一例を経験
したので報告した．
既往歴約12年前腹部を強打し！湯管破裂の診断にて
開腹術を受けた事がある．
開腹時所見下腹部副正中切開で開腹すると腹腔内
に小量の緑色の腹水を認めた．総腸間膜症を伴う移動
性に富んだ盲腸及び上行結腸が，その中部で上位腸管
の転絡を伴い時計事十方向に約180℃軸転し強く膨満し
ていた．著明なJ血行障害は認めない．姻腸末端及び小
腸中位で前回手術によると思はれる癒着を認めた．上
行結腸軸転を解除し右側壁側腹膜に固定し手術を終
る．
本症例は総腸間膜症を伴ぃ前回手術による癒着が誘
因となり上行結腸軸転を来し Kunzの分類による第一
型と思われる．
8. 腎孟乳頭腫，孤立性腎婆胞の症例
県立岐阜病院石山勝歳
。腎孟乳頭腫
43才女． 1週前より強い血尿を訴えて入院．逆行性
腎孟撮影にて左腎孟乳頭状腫蕩と恩われる像を認め，
左腎尿管全摘出術兼跨脱壁切除術を行い，引続きcoso 
の照射を行って全治退院した．組織学的には乳頭Ht.
2）孤立性腎褒胞
47才女． 1週間前に右側腹痛を訴え，薬医に腎腫を
指摘された．逆行性腎孟撮影にて右腎孟腎杯の圧迫像
をe認め，腎摘をしたが，鷲卵大の嚢睡であった．
腎孟腫湯の際に腎摘に止めずp 腎尿管全摘出兼勝脱
壁切除術をすべきことを強調し，腎腫疹と腎褒胞との
レ線学的鑑別診断につき述べた．
9. 卵汎奇形腫の l例
岐阜医大第 l外科原 節雄
患者は46才p 既婚，経産婦で，昨年よりp 生理的出
血は不整となるも，他に自覚症状なし．本年1月9日
朝，突然，腹部全体に激痛．続いて悪心， Pl吐，発
f！.＼，限局性下腹部激痛，腹部膨滞感，便秘等を来たし
て来院．
諸種検査の結果，成人手拳大なる左卵巣嚢腫の茎捻
転と診断し，手術を施行するに，腹腔内にはp 脂肪質
に包める， iJ（淀，皇賞液性の腹水少量が存在し，子宮前
1立に，卵巣門軸と平行に！80度捻転せる卵巣褒彊を認
む．腫疹は単房性， Jti発性，内容は12糎程度の黒樋色
毛髪多数じ帯黄縄色務状の脂肪でp 卵巣門附近にp
栂指頑大の実質突起一個があり，突起表面には毛髪，
割面には犬歯様歯芽一個とp 白色の硬骨を認む．本症
例は皮様褒腫，所謂卵巣奇形腫の典型に属するもので
あるが， 治験例とJl;Iこ，多少の文献的考察を加えて記
載した．
